
間やクラス担任とつながりをもつ場」になるとして
いる2）。

なお，クラスは学生に対する指導・助言の場と，
学生からの意向反映の場として設けられた制度であ
る。約20名を 1 単位とし，クラス担任教員が配置さ
れ，教育活動および学生生活に関する諸事項を伝え
るとともに，学生からの相談を受けている3）。

本学のフレッシュマン・セミナーで学ぶ内容とし
て， ガイドブック『新しい学生生活を創るために　
フレッシュマン・セミナー2020』2）には以下の 6 点
が挙げられている。

（1）筑波大学の教育システム
（2）安全で安心な学生生活
（3）図書館の利用法
（4）グローバル人材　
（5）履修登録と授業評価
（6）キャリアデザイン

1.2　図書館フレセミとは
フレッシュマン・セミナーで学ぶ内容として「図

書館の利用法」 が挙げられていることは先に述べ
た。この大学の方針に基づき，附属図書館では原則
として全学類を対象に， 全10コマのフレッシュマ
ン・セミナーのうち 1 コマを使い，授業の一環とし
て図書館活用法の講義および図書館見学を行ってい

1．はじめに
本稿では，筑波大学において新入生を対象として

実施するオリエンテーションである「フレッシュマ
ン・セミナー」について，附属図書館が実施するセ
ミナー（以下，「図書館フレセミ」という。）に関し，
特に中央図書館で開催するものを中心にその内容，
実施状況，今後の課題等を報告する。

筑波大学附属図書館は総合的な役割を担う中央図
書館と， 体育・ 芸術図書館（以下， 体芸図書館），
医学図書館，図書館情報学図書館（以下，図情図書
館），大塚図書館の 4 つの専門図書館，計 5 館で構
成されている1）。このうち今回報告する「学群生を
対象とする図書館フレセミ」を実施しているのは中
央図書館から図情図書館までの 4 館である。大塚図
書館は東京キャンパスにあり，社会人大学院生を主
なサービス対象としているため，「学群生を対象と
する図書館フレセミ」は実施していない。

なお，本学では一般的に「学部」「学科」にあた
る学士課程の組織を「学群」「学類」と呼称してい
るため，本稿においてもこの名称を使用することと
する。

1.1　筑波大学のフレッシュマン・セミナー
本学のフレッシュマン・セミナーは， 1 年生の春

学期に週 1 回の必修科目として開講される授業であ
る。本学ではフレッシュマン・セミナーを「大学生
活の入門の時間」と位置づけており，「クラスの仲

抄録：筑波大学では，学生の主体的な学習を支援するため，例年 4 月から 6 月にかけて新入生を対象とするオ
リエンテーションとして「フレッシュマン・セミナー」を実施している。本稿では中央図書館の事例を中心に，
近年の参加対象者や実施体制の変遷，新型コロナウイルス感染症の影響による2020年度のオンライン化の詳細
および今後検討すべき課題について報告する。
キーワード：初年次教育，オリエンテーション，学習支援

DOI: 10.20722/jcul.2069

筑波大学附属図書館における「フレッシュマン・セミナー」の
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保護や不適切な引用等について啓発を行うものとす
る」とされた。このガイドラインが2017年 4 月 1 日
から実施されたことを受けて，図書館フレセミでは
研究倫理に関する内容を必須項目として講義に組み
入れることとなった。

見学については参加する学類の希望に応じて実施
するため，各館で対応が異なる。中央図書館，体芸
図書館では参加する全学類に対して実施している
が，医学図書館では実施しておらず，図情図書館で
は実施する学類としない学類がある。

ここで中央図書館での見学について簡単に紹介す
る。中央図書館は地上 5 階建てで，本館・新館が渡
り廊下でつながっている。本館 2 階がメインフロア
となっており，メインカウンターやレファレンスデ
スクのほか，ラーニングコモンズもここに設置され
ている。新館 2 階は閲覧席を配置したスタディース
ペースで，対面朗読室を備えている。 3 階から 5 階
は分野別・種類別に資料が配架されている。 3 階が人
文科学，4 階が社会科学，5 階が自然科学で，原則と
して本館には図書，新館には雑誌を配架している。
本館 1 階には新聞バックナンバーと本学の前身校で
ある東京教育大学の旧蔵書が配架され，新館 1 階に
は貴重書展示室と貴重書庫，和装本書庫がある5）。

実施体制については後述するが，中央図書館にお
ける図書館フレセミでは参加する学類の専門分野に
合わせて見学する階を決定している。例えば人文系
の学類は 1 階から 3 階を見学し，理数系の学類は1,2
階と 5 階を見学するようにコースを設定している。

1.2.3　実施体制
中央図書館では2019年度から，実施のための調整

および講義は原則として，アカデミックサポート課
の学習支援担当が行い，見学は同課の多様化支援担
当のコーディネートのもと，中央図書館の全職員と
筑波大学附属図書館ボランティア（以下，図書館ボ
ランティア）6）の協力により実施している。専門図
書館では，各館の職員が実施にかかる調整，講義お
よび図書館見学（学類の希望による）を実施してい
る。学群生を対象とした2019年度の図書館フレセミ
の実績は表 1 のとおりである。

1.2.4　実施手順
実施にあたっては日程調整や教員との連絡が必要

になる。各部局の担当事務組織である支援室の学群
教務担当者および教員からの協力を得て図書館フレ
セミは実施されている。この連絡調整は原則として
学習支援担当が行う。

る。これが図書館フレセミである。
なお， 1 コマすべてを図書館の説明に充てる学類

と， 1 コマの中の一部を図書館の説明に充てる学類
がある。

1.2.1　目的
前述のとおり，フレッシュマン・セミナーは本学

のクラス制度を基礎とする導入教育的な位置づけの
授業科目である。授業のねらいの一つに，専門の学
問領域についての理解を促し，主体的な自覚に基づ
く学問への転換を図ることが挙げられている。

附属図書館では学生の主体的な学習を支援するた
め，新入生が入学後の早い時期に授業の調べ物やレ
ポート作成時に役立つ資料の探し方を学び，図書館
を活用できるスキルを獲得することを目的として，
図書館フレセミを企画・実施している。

1.2.2　内容
図書館フレセミの基本的な内容は，附属図書館の

基本的な使い方および蔵書検索方法についての講義
と，図書館見学である。

中央図書館で実施する図書館フレセミの場合，現
在の基本的な講義内容は附属図書館の使い方を五つ
のステップに分けて紹介した後に研究倫理（剽窃・
盗用の禁止）に触れ，最後に中央図書館の各カウン
ターとそのサービス内容を簡単に紹介するものと
なっている。中央図書館の使い方で説明する内容は
以下のとおりである。

（1）図書館で PC を使おう
（2）本を探そう
（3）論文（雑誌）を読もう
（4）一人で，グループで図書館を使おう
（5）成果をかたちにする場所としての図書館

このうち（1）から（3）までは各専門図書館と共
通する点が多く，（4）と（5）は中央図書館独自の
施設や設備についての紹介が中心となっている。

各専門図書館では中央図書館で作成した講義資料
を基に，自館の特徴的な資料や設備等を紹介する内
容を盛り込んだ講義資料を作成している。

また，図書館フレセミの講義で研究倫理について
触れるようになったのは2015年度からであるが，
2017年 3 月には『筑波大学研究倫理教育に関するガ
イドライン』4） が定められ，この第 5 項第 8 号（ア）
において「新入生に対する必修科目として開講する

「フレッシュマンセミナー」等において，著作権の
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2．中央図書館における図書館フレセミ
ここからは，筆者の担当する中央図書館での図書

館フレセミに絞って報告を進めたい。
中央図書館に来館して集会室で講義を受け，学類

の分野に照らして最も利用頻度が高いと思われる箇
所を見学するという基本の形は変わらないが，年度
によって図書館フレセミの対象者や内容は変化して
きた。また，2020年度は新型コロナウイルス感染症
対策のためオンラインでの実施となるなど，急な変
更もあった。更に2020年度には総合選抜入試7）が実
施され，2021年度からは学生の所属形態も変わるこ
とが決定している。図書館フレセミにも大学のカリ
キュラムや学習環境の変化に合わせた対応が求めら
れており，様々な検討が必要となっている。 

中央図書館での実施分については，当日の参加者
の集合に関する連絡事項，参加予定人数，引率教員
の連絡先，支援が必要な障害学生の情報を教員に問
い合わせている。教員との連絡調整では，視覚障害
の学生がいるので配布資料をファイルで事前に送付
して欲しい，車椅子を使用している学生がいるので
座席配置や見学時に配慮して欲しい等の要望が寄せ
られる。また，特別な対応が必要な学生が複数いる
場合もあり，見学担当者との調整も重要になる。

なお，専門図書館で図書館フレセミを受ける学類
については，日程調整を含めて専門図書館の職員と
直接相談するよう依頼している。前掲の表 1 の芸術
専門学群のように実習を希望される場合もあり，各
館の担当者が実施内容を調整している。

表 1 　2019年度図書館フレセミ実績

日付 曜日 時間 学類名 学生数 対応館

4 /10 水 9 ：00- 9 ：40 情報メディア創生学類 66 図情

4 /10 水 12：55-13：15 体育専門学群（第 1 回目）［ 新入生オリエンテーション内で講義 ］
254 体芸

5 /31 金 15：15-16：30 体育専門学群（第 2 回目）［ 講義，見学 ］

4 /11 木 10：10-11：25 国際総合学類 82 中央

4 /16 火 13：45-15：00 芸術専門学群（第 1 回目）［ 講義 ］
107 体芸

5 / 7 火 13：45-15：00 芸術専門学群（第 2 回目）［ 講義，実習，見学 ］

4 /16 火 14：15-14：45 医学群（医学類・看護学類・医療科学類） ※ 3 学類合同で実施 250 医学

4 /18 木 10：10-11：25 生物資源学類 122 中央

4 /23 火 13：45-15：00 生物学類 80 中央

4 /25 木 10：10-11：25 教育学類 35 中央

4 /26 金 10：10-11：25 工学システム学類 134 中央

5 /10 金 10：10-11：25 社会工学類 123 中央

5 /14 火 13：45-15：00 地球学類 51 中央

5 /16 木 10：10-11：25 社会学類 82 中央

5 /17 金 10：10-11：25 応用理工学類 124 中央

5 /21 火 13：45-15：00 数学類 41 中央

5 /22 水 12：15-13：30 知識情報・図書館学類 105 図情

5 /23 木 10：10-11：25 心理学類 53 中央

5 /24 金 10：10-11：25 人文学類 131 中央

5 /28 火 13：45-15：00 化学類 51 中央

5 /30 木 10：10-11：25 障害科学類 38 中央

5 /31 金 10：10-11：25 日本語・日本文化学類 41 中央

6 / 4 火 13：45-15：00 物理学類 61 中央

6 / 6 木 10：10-11：25 情報科学類 86 中央

6 / 7 金 10：10-11：25 比較文化学類 81 中央

合計 2,198名
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にも組織改編が行われ，前述のとおり講義は学習支
援担当，見学は多様化支援担当と図書館ボランティ
アを中心に行うことになった。

各担当の業務内容については割愛するが，基本的
に図書館フレセミは講習会の担当係と図書館ボラン
ティアの担当係を柱に実施されてきたと言える。

2.2　実施詳細
ここからは中央図書館における図書館フレセミを

参加対象者や実施体制の変遷に基づいて大きく 4 つ
の時期に分け，それぞれの詳細を報告する。

2.2.1　2014年度まで
2014年度までの図書館フレセミは希望する学類の

みを対象に実施されており，日程も学類の希望に応
じて実施する方法を取っていた。

前掲の図 1 のとおり，この時期は図書館フレセミ
に関わる業務はレファレンス係と専門職員（見学・
ボランティア）が担当していた。図書館フレセミを
希望する学類が年々増加したことを受けて2011年度
からは上記の担当以外の職員も図書館フレセミの実
施に協力することになったが，当初は職員の中から
希望者を募る方法であった。特に図書館ボランティ
アによる補助が困難である，1 限目（ 8：40～ 9：55），
3 限目（12：15～13：30）および 6 限目（16：45～
18：00）の説明および見学要員の応援を中心に協力
者を募集した。協力者はレファレンス係と専門職員

（見学・ボランティア）による事前のレクチャーを
受けて，講義や見学案内に対応していた。

図書館フレセミの実施は希望の学類のみとしては
いたが，2014年度には25学類中24学類とほぼすべて
の学類で実施された。このことから，本学の教育方
針や教育の質保証等を担当する教育企画室長と図書
館関係者で検討し，フレッシュマン・セミナーの 1
コマは必ず図書館利用案内に充てることを全学的に
オーソライズする方向で関係部局との調整が行われ
た。その結果，2015年度からはすべての学類を対象
に図書館フレセミが実施されることになった。　

図書館フレセミ参加者（学群生）数と参加学類数
の年度ごとの変化についてまとめたものを表 2 に示
す。

2.2.2　2015年度から2018年度
2015年度の図書館フレセミに関する業務は従来ど

おりレファレンス係と専門職員（見学・ボランティ
ア）で分担していたが，2016年度の組織改編により
ラーニングサポート担当，レファレンス担当，公開・

2.1　実施体制
中央図書館での図書館フレセミについて報告する

にあたり，まずは実施体制の変遷についてまとめて
おきたい。最近10年間の，実施に関係する担当係の
変遷を抜粋して図 1 に示す8）。

図 1　実施体制の変遷（ 内が関係する係・担当）

2015年度までは講義をレファレンス係，見学案内
を専門職員（見学・ボランティア）と図書館ボラン
ティアが行っていたが，2016年度の組織改編後は講
義をレファレンス担当とラーニングサポート担当，
見学を公開・ボランティア担当と図書館ボランティ
アが中心となって行うことになった。更に2019年度
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つは前述した，附属図書館の組織改編に伴う担当の
変更である。学習支援担当という学習支援に特化し
た担当が設置されたことで，講義については原則と
して他の担当に協力者を割り当てずに実施すること
が可能になった。

もう一つは本学のカリキュラム変更で， フレッ
シュマン・セミナーの日程が大幅に限定されたこと
である。具体的には火曜日 4 限，木曜日 2 限，金曜
日 2 限の 3 コマのみの開講となった。必然的に図書
館フレセミもこのコマのいずれかで実施することと
なり，2018年度末は日程調整に大変苦慮した。

また，従来のように同じ学類を何日かに分けて図
書館フレセミを行うことが難しくなったため，人数
の多い学類については入れ替え制を取ることにし，
講義を受けた後に館内を見学するグループと，先に
館内を見学してから講義を受けるグループを作って
対応した。グループ分けは先着順とし，会場に到着
した参加者から着席させ，講義会場が満席となった
時点でそれ以降の参加者を見学に振り分ける方法を
取った。入れ替え制の実施にあたって講義は基本的
に同じ担当者が 2 回行い，もう 1 名はコーディネー
ターとして入れ替えの指示や，会場内での資料の配
布を行うこととした。

見学案内については， 担当の体制は変更された
が，従来どおり図書館ボランティアと中央図書館の
職員に協力を依頼して実施した。人数の多い学類で
は 1 回の図書館フレセミで最大130人を超える参加
者があり，見学時の 1 グループの人数が少なくとも
13名程度になることから，見学案内担当者の負担が
大きくなっている。

経験上，グループの人数が10名を超えると案内者
の声が届きにくい，まとまっての行動が難しいなど
の問題が生じやすく，グループの人数を減らしてグ
ループ数を増やすと案内者の人数確保が難しい，見
学ルートの重複が起こって説明がしにくくなるとい
う問題がある。現在は 1 回最大 6 グループ程度，入
れ替え制の場合は最大延べ12グループ程度で見学案
内に対応しているが，曜日や時間帯によっては 1 人
の担当者が 1 コマの中で 2 回続けて見学案内に対応
せざるを得ないことがある。

ここで2019年度の図書館フレセミの際に引率教員
に対して行ったアンケートの結果を抜粋して表 3 に
示す。従来に比して制限の多い状況であったわりに
は好意的な感想を得ている。次年度への要望では文
献検索が必要という意見と不要という意見の両方が
あったほか，講義中に学生が問題に回答するような

表 2　図書館フレセミ参加者数・参加学類数の変化

年度 参加者（学群生）
延べ人数

参加学類数
（全25学類中）

2012 1,375 17

2013 2,000 20

2014 2,382 24

2015 2,253 25

2016 2,245 25

2017 2,434 25

2018 2,367 25

2019 2,198 25

ボランティア担当で担うこととなった。また，これ
までは希望制としていた担当以外の職員の協力体制
についても，部署ごとに一定の対応コマ数を割り当
てて調整する形を取るようになった。この変更は主
に対象学類増加による開催回数増加への対応と全館
体制での安定的な実施を目指すものであった。

講義の協力者に対しては講義スライドのテンプ
レートを作成して提供し，見学案内の協力者に対し
ては見学案内シナリオの提供と担当職員による簡易
レクチャーを行った。加えて，他の担当者が行う講
義や見学案内を自主的に見学するセルフラーニング
を依頼した。

この時期の利用者に対する大きな変更点として
は，日程調整の方法が挙げられる。2015年度に授業
の一環として全学類を対象に図書館フレセミが実施
されるようになってから，日程は個別の希望によら
ず事前に図書館から指定し，不都合があれば調整す
る方法になった。また，講義では「論文」に関する
内容を大幅に削除し，研究倫理に関する内容として
剽窃・盗用の禁止と正しい引用に関するスライドを
追加するなどの変更があった。

2018年度までは比較的日程に余裕があり，学類の
希望に合わせた時間帯に開催することが可能であっ
た。ただし大幅な日程調整や 2 時限連続での開催が
必要になった事例があったほか， 1 限目や 6 限目な
ど，見学案内にあたる図書館ボランティアの活動時
間外に実施を希望されることもあり，職員の負担が
大きい面もあった。

2.2.3　2019年度 
続いて紹介するのは2019年度の図書館フレセミで

ある。2019年度には大きな変更点が二つあった。一
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説明の中に，簡単なクイズを少し入れると学生の集
中力が続くと思う。

聞くだけだとどうしても気が緩むので，適度に当て
て回答させても良いかと思う。

研究大学として論文検索の方法の説明はぜひ続けて
ほしい。

論文検索はたしかに重要だが，オリエンテーション
で詳しく説明する必要はないと思う。

1 年生には，雑誌検索の説明はまだ難しいと感じた。
方法を説明するよりも，むしろ，「知りたくなった
らどこへ行けばよいか」を丁寧に教えていただけた
らありがたい。他方で，マイライブラリの使い方に
ついては，より具体的な説明があるとよいと思う。

資料を探す以外にも図書館に行きたくなる内容を
もっと紹介してもよいのでは。ラーニングサポート
等も素晴らしい取組なのでもっとアピールしてほし
い。

この時間とは別に，レポートの書き方を詳しくアド
バイスする時間があってもよいと思う。またデータ
ベースの使い方ももう少し詳しい説明があればよい
と思う。

図書館のルールやマナーについてもっと説明しても
良いと思う。

2.2.4　2020年度 
当初，2020年度の実施方法は2019年度を踏襲し，

内容は2019年度の教員アンケートで寄せられた意見
を取り入れて，簡単なクイズを含む講義と館内見学
で構成する予定であった。従来どおり 2 月に日程調
整を行って実施日を決定したが，その後の新型コロ
ナウイルス感染症の影響を受け， アカデミックサ
ポート課内で検討した結果，オンラインで講義コン
テンツを提供すること，全体での見学案内を中止し
自由見学とすることを 3 月末に決定した。

オンライン化に踏み切った理由はいくつかある
が， 何よりも大きかったのは会場となる集会室で
の， いわゆる 3 密の状態を避けられないことであ
る。集会室には窓がないうえ，100人を超える学生
に対応するには密集した座席配置にせざるを得ず，
感染リスクを避けるためには従来の講義形式に代わ
る方法を考える必要があった。

時間があっても良いという意見が複数見られた。人
数が多くなると参加型の講義は難しくなるが，検討
の必要があると考えられる。また，図書館で開催し
ている講習会やイベント等の広報について，これま
で以上に注力する必要性も感じられる。

表 3　2019年度アンケート結果（抜粋）

今年度の感想

過不足なく説明いただいた。
論文探しを 1 年生に説明するのはまだ早いかもしれ
ないが，他に聞く機会もなかなかないのであっても
よいようにも思う。

大変分かり易い説明だった。
蔵書検索方法の説明を少し詳しくしていただいても
良いかと思う。

全体的にとても分かりやすくまとめられていて理解
しやすかった。
オンラインジャーナルについては，閲覧方法のみな
らず，PDF ファイルの保存の可否や印刷について
も説明していただけると良かった。
館内見学は声が通らないので，サポート資料がある
と助かる。聴覚過敏の学生には聞き取れないかもし
れない。

論文の探し方などは参考になった。 そもそも電子
ジャーナルの仕組みや，読むのに実は多額のお金が
かかっていることなども伝えてもらえたら。

共通科目で論文の扱いについても学ぶので，事前に
論文検索の手法を紹介いただけるのは助かる。

発表やレポートのコピペ問題は本当に頭が痛い問題
である。「すぐ発覚する」など，もっとしつこく言っ
ても良いぐらい。

研究倫理についての言及があったことはよかった。

次年度への要望

パワポの説明に加えて，検索のデモンストレーショ
ンを含めると（動きが含まれることとなり）， 1 年
生にとっては関心が一層高まるのではないか。

本や論文の探し方は，実際に PC を動かしながらで
きるとなお良い。
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ために作成した。また，動画では説明しきれない注
意事項を掲載するなど，一般の学生にも役立つ内容
になったと考えている。
（3）は中央図書館内の見どころや今後の学習の際

に利用する可能性の高い場所，館内での飲食ルール
などをまとめた「中央図書館見学ガイド」に館内案
内図を合わせたものである。

通常の見学案内で回る場所を中心に，新入生の興
味を引く内容になるよう検討した。「中央図書館見
学ガイド」部分のベースには，昨年度のオープン
キャンパス用に作成した高校生向けの見学ガイドを
活用することで，比較的短時間での作成を可能とし
た。（図 3 ）

図 3　見学ガイド（「中央図書館見学ガイド」部分を抜粋）

オンライン化の決定から資料の提供開始まで時間
的な余裕がない中での作業ではあったが，最終的に
は目標どおり， 4 月15日に教員への資料提供を行う
ことができた。当初は資料をメールで配布する予定
であったが，ファイルサイズが大きくなってしまっ
たため，図書館のサーバに置いたファイルをダウン
ロードしてもらう方法をとった。

また，この資料について，学生への提供方法は教
員に一任することとした。これは図書館フレセミが

また，見学についても10人を超えるグループで，
密集した形での案内を実施することは望ましくない
と判断したことに加え，対応する図書館ボランティ
アが活動できないという問題もあった。当館では新
型コロナウイルス感染症拡大防止のため 3 月 5 日か
ら学外者の利用を停止している9）が，図書館ボラン
ティアは学外者と見なしているため，学外者の入館
を制限している状況下では活動ができない。また高
齢の方も多いため， 仮に学外者の入館制限がなく
なったとしても，図書館フレセミの実施される 4 月
から 6 月の時期には自主的に活動を休止することも
想定された。

このような状況を踏まえ，筆者は 3 月末から講義
コンテンツのオンライン化に向けた作業を開始し
た。具体的には講義部分の動画作成と，館内見学ガ
イドの作成である。 当初の学年暦では 4 月 6 日で
あった授業開始日が 4 月27日に変更されたことを受
け， 4 月15日に教員へのコンテンツ提供を完了する
ことを目標にした。 作業の内容は次のとおりであ
る。

（1）講義用資料のスライドをもとにナレーション
付きの動画を作成し，YouTube で限定公開
（2）講義用資料のスライドにノートを付けたもの

をテキストとして作成
（3）見学案内のための「見学ガイド」を作成

（1）は講義資料をスライド動画にしたものに，職
員が録音したナレーションを合わせた。学習支援担
当では「知の探検法」という授業の一部を非常勤講
師として担当10）しており，動画作成にはその授業の
ノウハウをそのまま活かすことができた。基本のス
ライド動画は Microsoft PowerPoint を， 音声ファ
イルは Microsoft Windows のボイスレコーダーや
フリーソフト11）を使用して作成している。

動画は講義の内容の区切りに合わせて 5 本に分け
て作成し，YouTube のプレイリストでまとめて閲
覧できるようにした。（図 2 ）

動画の合計時間は約35分で，これは従来の対面で
の講義とほぼ同じ長さである。

なお，動画を YouTube 上で提供するのも「知の
探検法」と同じ方法である。本学では学習支援シス
テムとして manaba12）を利用していることから，プ
レイリストの埋め込みコードを教員に通知すること
で manaba での提供を可能にした。
（2）は聴覚障害や弱視等，動画のみでは十分な内

容の理解が困難と思われる学生に対するフォローの

図 2　YouTube プレイリスト画面
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学生に図書館の有用性を周知してもらう
併せて参加する学生や教員からのフィードバック

を受ける手段についても検討しなければならない。
また，今年度中の対応が必要な課題として本学の

総合選抜入試への対応が挙げられる。関係する各組
織と十分に連携し，新制度導入後の新入生の図書館
利用に支障をきたすことのないよう準備することが
求められる。

これらの課題については，図書館フレセミの主担
当である学習支援担当のみでなく，他の担当の職員
からも知見やアイディアを募り，全館的な体制で取
り組んでいくことが必要と考えている。　

4．おわりに
当館における図書館フレセミは，大学のカリキュ

ラム変更，学習環境の変化に対応し，教員からの要
望やアンケートによるフィードバック，実施にあた
る図書館職員の意見等を取り入れながら継続的に実
施してきた。本学学生の主体的な学びを支える附属
図書館の重要な活動の一つとして，引き続き取り組
んでいきたい。

この報告が一つの事例として大学図書館で初年次
教育に関わる方に少しでも役立てば幸いである。
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